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介
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ら
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仙
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懐ゆ
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し
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春
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訪
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石

塚
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風
雪
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耐
え
て
枝
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れ
て
千
余
年
な
お
仰
が
れ
し
三
春
の
桜
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中

島

良
平

災
害
の
傷
み
も
知
ら
ず
春
は
逝
く
唯
に
哀
し
き
自
然
の
摂
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沽
野
は
つ
子

朕
お
も
う
に
と
父
に
習
っ
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育
勅
語
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だ
に
健
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森
友
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ひ
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母
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桜
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競
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味
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置
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ひ
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と
き
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柔
ら
か
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な
る
姑
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あ
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岡
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恭
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稀
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み
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し
こ
名
も
ら
い
し
稀
勢
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大
願
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就
み
そ
じ
の
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須
﨑
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子

若
き
日
は
子
等
に
教
え
し
折
紙
を
今
高
齢
者
と
共
に
祈
る
ら
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仲
谷
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出
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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 5月2日火までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念
！
　
筑
波
山
地
域
ジ
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パ
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ク
　
シ
リ
ー
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❶

か
す
み
が
う
ら
市
の
ジ
オ
食

田
伏
米
・
雪
入
米

今
年
度
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
地
形
や

地
質
の
特
性
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
食
材
を
順

次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
ジ
オ
食
と

し
て
筆
頭
に
上
げ
ら
れ
る「
米
」で
す
。

米
を
生
産
す
る
た
め
に
は
、
水
と
土
が
重

要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
当
市
に
は
、
筑
波

山
系
の
山
並
や
平
地
の
谷
津
か
ら
流
れ
出
る

沢
水
や
湧
水
が
豊
富
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
水
資

源
を
溜
め
た
り
、
排
出
し
た
り
す
る
粘
土
質

や
水
は
け
の
良
い
土
壌
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

田
伏
米
は
、
霞
ヶ
浦
に
ほ
ど
近
い
平
地
の

水
田
、
雪
入
米
は
、
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
水

田
で
生
産
さ
れ
る
か
す
み
が
う
ら
市
を
代
表
す

る
お
米
で
す
。
田
伏
地
域
の
米
は
、『
水
戸
藩

代
官
岡
沢
太
夫
』資
料
に
よ
る
と「
南
領（
水
戸

藩
領
南
部
の
宍
倉
・
安
食
・
田
伏
・
玉
里
・

小
川
・
玉
造
・
潮
来
村
な
ど
）か
ら
江
戸
へ
納

め
た
早
稲
・
中
稲
を
上
々
白
米
に
し
て（
上

役
人
が
試
食
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
）、
な
る
ほ
ど

食
味
、
色
合
、
風
味
が
大
変
よ
ろ
し
い
と
思

し
召
し
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
庄
屋
、
組
頭
、
作

人
共
を
褒
め
る
よ
う
に
と
の
事
で
あ
っ
た
の
で
、

村
々
で
も
大
喜
び
致
さ
れ
る
が
良
い
。
中
で
も

小
田
海
中
、
紀
伊
国
と
い
う
早
稲
が
上
々
米

と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
念
を
入
れ
て
こ
れ
ら
の
上

米
を
少
し
で
も
多
く
江
戸
へ
積
み
送
る
よ
う
に

心
得
よ
」と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
高
瀬

舟
で
江
戸
へ
運
ば
れ
る
と「
上
々
米
」と
太
鼓
判

を
押
さ
れ
、
そ
の
味
は
絶
品
と
評
判
と
な
っ
て

い
た
米
で
す
。
現
在
も
そ
の
美
味
し
さ
は
茨
城

県
内
の
３
本
の
指（
岩
瀬
米
・
北
条
米
と
共
に
）

に
入
る
と
い
い
ま
す
。

良
質
の
米
づ
く
り
に
適
し
た
地
形
、
水
、

土
壌
が
あ
る
か
す
み
が
う
ら
市
。
歴
史
的
に
も

裏
付
け
ら
れ
る
か
す
み
が
う
ら
市
の
米
は
、
ジ

オ
食
と
し
て
声
を
大
に
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
特
色

あ
る
産
物
で
す
。
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歴史博物館の古代米づくり教室の様子

将
来
を
見
据
え
たま

ち
づ
く
り　

第
２
次
総
合
計
画
始
動
。

その1. 将来都市像

その2. 基本理念

その3. まちづくりの基本目標

豊かな自然と

地域産業が共存するまち

日々の暮らしを守る

快適で安全なまち

ともに支え成長する

人財あふれる安心なまち

きらり輝く湖
みず

と山
みどり

笑顔と活気のふれあい都市

～未来へ紡ぐ安心とやさしさの郷
さ と

　かすみがうら～

豊かな自然のもと、 安全 ・ 安心な暮らしを支えるまちづ

くりを進めるとともに、 活力ある元気な地域へと発展！

1.自然の恵みを享受できるまちづくり　【居住環境】

2. 産業の振興で活力あふれるまちづくり　【産業】

3. 安全で快適に暮らせるまちづくり　【都市基盤】

4. 健康で思いやりをもって暮らせるまちづくり　【健康・福祉】

5. 未来を担う若者を育むまちづくり　【子育て ・ 若者支援】

6. 豊かな学びと創造のまちづくり　【教育・ 文化】

7. みんなでつくる連携と協働のまちづくり　【協働・ 行財政】

か
す
み
が
う
ら
市
と
な
っ
て
初

め
て
策
定
し
た
総
合
計
画
が
平
成

28
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と

か
ら
、
新
た
に
平
成
29
年
度
を
始

期
と
す
る
第
２
次
総
合
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
は
、
10
年
後
の

地
域
を
見
据
え
、
そ
の
方
向
性
を

描
い
た
行
政
運
営
全
般
の
指
針
と

な
る
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く
、

か
す
み
が
う
ら
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

お
よ
び
創
生
総
合
戦
略
を
包
含

す
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
は
、
平
成
38
年
度
を
目

標
年
度
と
す
る「
基
本
構
想
」、
平

成
33
年
度
ま
で
の
基
本
施
策
を

示
す「
前
期
基
本
計
画
」で
構
成
し

ま
す
。
ま
た
、
基
本
計
画
を
効
率

的
に
実
施
す
る
た
め
、
毎
年
見
直

し
を
行
う「
実
施
計
画
」の
進
行
管

理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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青見

総合計画「基本構想」3つのポイント
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